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ここが聞きたい 般一 質 問

田原市議会だより 第92号（2024年1月）

消防団の在り方について

問 	 大規模災害時には人手不足が懸念され、災害現場
で活動する団員数を確保することが必要だと考え
るが、基本団員及び機能別消防団員の確保策につ
いて市の考えは。

答  処遇改善や行事の見直し、出初式・観閲式の式典
を集約し負担軽減を図るとともに、ケーブルテレ
ビなどを活用し、消防団のイメージアップを図り
募集を行っている。市民の皆様に地域の安心・安
全を守る消防団の活躍をアピールし、消防団員の
確保、持続可能な消防団活動の推進を図っていく。

問 	 愛知県操法大会に出場しないとしたが、今後の田
原市消防団ポンプ操法大会の在り方について、ど
のように考えているのか。

答  消防操法大会に関する検討会では、消防団員や家
族の負担軽減、若い世代の価値観にあった入団し
やすい環境づくりが必要との見解が消防団から示
されたため、愛知県操法大会への出場辞退と市消
防団ポンプ操法大会の廃止を取り決めた。操法訓
練はさまざまな訓練の選択肢の一つとして位置づ

け、消防団員の負担軽減に配慮した訓練の在り方
に見直す。

問 	 競技化した訓練の廃止も検討すると伺っている
が、消防団員の技能の維持などが懸念される。今
後の消防団技術の伝承や消防団活動訓練は。

答  消防団が持つ技術の伝承には、活動訓練の方針を
策定し、訓練の標準化、技能取得の充実化を図っ
ていく。訓練方針は、消防団の意見を反映した訓
練項目を取り入れるなど、基本的な訓練をはじめ、
火災対応や地域特性に応じた災害訓練など、各分
団が必要とする訓練項目を選択し、消防団が主体
的に取り組めるものとする。
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